
































































































































































EconomicReview -の寄稿論文 (FidelV.Ramos｢TowardaPaxAsia-PaciflCa｣ [Far
EastemEconomicReview]くMay2005〉p.42-46)を参照されたい｡










































































































































































輸送は近年大幅に増加 している｡ だがそのうち大凡 7割は日本の輸入からなってい









































































7)では､総流動の約 8割がブロック内流動となっている｡また四国ブロック (注 8)で
も､ブロック内流動比率は1990年の46.8%から2000年には65.6%-と大幅に上昇してい































びロシア極東地域とを結ぶ定期航空路は､1986年には国内7空港 (就航先 6都市､週 74





























市圏｣ とは､いずれの都市圏にも属しない市町村からなる地域である0 (国土交通省 『国
土交通自書』[2005]p.54-55より｡)
(注 3)なかでも関西圏 (京都府､大阪府､兵庫県､奈良県からなる)は､2005年 3月末
現在で前年同期に対して840万人と初めて減少を記録している｡
(注 4)全国の 70歳以上人口比率は､2000年時点で 12%弱であり､都道府県別にみると､
最低が埼玉県の約 8%､最高は島根県の約 18%であるが､この分布図は､2015年には激変
するものと予測されている｡すなわち､首都圏の一都三県や大阪府､愛知県が18% を上回





























一瞥するだけでも容易に理解されよう｡人口規模は三国全体で 14億 5,000万人 (2001年
末現在)でアジア (国連区分)の39%､世界の24%を占めている｡GDPは同じく5兆6,969
億 ドル (2002年)でアジア (世銀区分 ;24カ国)の 80.3%､世界の 18%を占めている｡
貿易額でも同じく2兆776億 ドル (2003年)でアジア(東アジア ;アゾアNIES+ASEAN+
中国+日本)の48.0%､世界の 13.6%を占めている｡最後に外貨準備も同じく 1兆 5,038






























































































































































































































































































































































































欧州 へ ･一-〆 ､､
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BAM巽易回廊
SLB貿易bJ廊
揺蒜河貿易国血
区m江貿易回廊
大童貿易回血
モンゴル貿易国庇
中央アジア貿易bJ廊
4.:肝半島西部貿易回廊
図-24北陸地方 ･基幹航路を中心とした国際物流ネットワークの将来像
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